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①事業実施報告書詳細 

      学校名 西尾市立一色南部小学校 

時間数 場所 概要 活動記録（写真） 対象者の反応 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

教室 

 

 

 

 

○自分たちの住むまち

である一色町の自慢

を話し合い、町内には

多くの大切なものが

あることを再認識さ

せる。そして、中でも

『大提灯祭り』に焦点

を当てる。 

 

 

 

 

 

 

 

・一色町といえばウナギ

だよ。 

・カーネーションも有名

だよ。 

・いろいろあるけれど、

なんといっても、一色

町といえば、大提灯祭

りだよね。 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

高橋提灯 

学びの館 

諏訪神社 

 

 

 

 

 

 

○歴史のあるまちのお

祭りである『大提灯ま

つり』について調べ学

習を行おう。 

 

・修学旅行先で大提灯を

修理した高橋提灯を

見学する。 

 

・校区内にある大提灯祭

りについての常設展

示を行っている学び

の館を見学する。 

 

・校区内にある大提灯祭

りを行う諏訪大社を

見学する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・京都の高橋提灯が修理

のために一色町に泊

まり込みで来て半年

もかけて修理をした

んだ。 

・大提灯祭りは海魔の被

害に困った人たちが、

長野の諏訪大社にお

願いして始まったお

祭りなんだ。 

・昔は海魔の退治だった

けど、今では、人々が

協力して取り組むこ

とが目的になったん

だ。地元の特別なお祭

りなんだ。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

教室 

 

 

 

 

 

 

○大提灯祭りについて

調べたことを話し合

おう 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提灯は自分の町の自慢

だったからどんどん

大きくなっていった

んだ。 

・大提灯祭りの見どころ

をうちわにして、観光

客に大提灯祭りをＰ

Ｒしよう。 
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５ 

 

 

教室 

 

 

 

 

 

諏訪大社 

○調べたことをもとに

祭りをＰＲしよう。 

・祭りをＰＲするうちわ

をつくる。 

 

 

 

・大提灯祭り当日、お祭

りの準備をする人た

ちのお話を聞こう 

 

 

 

 

・大提灯祭り当日にうち

わを配りながら、祭り

の魅力をＰＲする。 

 

 

 

・各組の大提灯の大きさ

やろうそくの大きさ

を表にして一目でわ

かるようにしよう。 

 

・大提灯はそれぞれの町

の誇りだから、みんな

が協力して守ってい

るんだ。 

・大提灯は手作業であげ

ているから、たくさん

の人の協力が必要だ

ね。 

 

・お祭りの説明をしなが

らうちわを配ったら、

とても喜んでもらえ

たよ。 

・三重や東京、岐阜など

の県外からもたくさ

んの人が大提灯を楽

しみに来ていたよ。 

１ 教室 ○大提灯祭りに参加し

た感想を交流しよう。 

 

・たくさんの観光客が全

国各地から来ていて、

本当にすごいお祭り

だ。 

・支える人たちの熱い思

いがあるからこそ、今

まで続いてきたんだ。 

・これからも続いていく

ように私たちも支え

ていきたい。 
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②学習指導案 

単元名 

（全 時間） 

故郷のほこり大提灯祭りのために 

           私たちができること 

ー調べてきたことをもとに大提灯祭りをPRしようー 

学習のねらい 

 

大提灯祭りについて調べたり、参加したりすることで、大提灯祭りの良さに気

づき、故郷のために活動していこうとする。 

 

学習内容 

 

 

 

１ 大提灯祭りについて調べ学習を行う。 

２ 大提灯祭りをＰＲするうちわをつくろう。 

３ 大提灯祭りをＰＲしよう。 

４ 大提灯祭りを継続していくために自分たちにできることを考えよう。 
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学習の流れ 
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③ 実施内容について 

 

（1）実施にあたり工夫した点 

 子ども達が、まちの宝である『大提灯祭り』に愛着をもつことができるように、子ども達が

一次資料に触れたり、現地調査やインタビューを繰り返し行ったりすることができるようにし

た。 

 子ども達が自ら課題を見つけ、解決策を考えていくことができるように、前述の一次資料や

話し合いの場を単元の途中に設けることで、問題解決型の学習となるようにした。 

 

（2）実施にあたり苦労した点 

 子ども達にとって大提灯祭りは、たくさんの人が集まり、屋台が出る楽しみなお祭りである

ものの、歴史や由来、込められた願いなど知らないことも多かった。文献等はあるものの、専

門的な内容のものであったため、地域の専門家にインタビューすることで、子ども達にもわか

りやすく理解できるようにした。 

 

（3）児童の反応 

・「人が集まり、屋台の出る楽しいお祭り」という認識から。高橋提灯の方々や氏子さんや、

宮司さん、大提灯保存会の方々とかかわることによって、「たくさんの人の思いが込められた

故郷の誇りの祭り」と考える児童が増えた。 

・「故郷の誇りである祭り」のために、自分たちにできることを考え、実践していきたいと考

える児童が育ってきた。 

 

（4）担当教諭及び担当外教諭の変化 

 単元を始めた当初、別地域から転任したこともあり、自分自身が一番大提灯祭りについて知

らない状態であった。地元の方へのインタビューなど、教材研究を進めていくうちに、支える

人々の熱い思いに触れることで自分自身が大提灯祭りの魅力を強く感じるようになってきた。 

そして、児童とともに大提灯祭りのためにできることを考え、実践していきたいという思いを

持つことができた。 

（5）今後の課題と取り組み〔児童の思考過程と指導内容との関連付けから、留意すべき事項等〕 

 児童は大提灯祭りのためにできることを考え、実践していきたいと考えているが、児童だけ

でできることには限界がある。そして、大提灯祭りは様々な人（地域、市、県、氏子など）に

支えられながら、地域のお祭りとして続けられている。そのため、課題を解決するためには、

今後も継続して連携をとっていく必要がある。 

 


